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                       主催  牛伏鉢伏友の会 

                   共催 土木・環境しなの技術支援センター 

後援 松本市・松本市教育委員会 

 

 牛伏川（うしぶせがわ）は、昔「ごふくじ川」と呼ばれ、松本市の南にある牛伏寺の谷を流

れています。数百年前から牛伏川源流は、荒廃が進み、洪水や土石流が多く発生し、下流地区

の災禍はもとより、松本城下、遠くは新潟まで災害の影響が及んでいました。 

 明治時代になり、それを防ぐ砂防工事が始まります。そして、大正７年に砂防工事は竣工し 

ますが、その最後に行われたのが「牛伏川階段工」です。 

 砂防工事は、自然災害から地域や住民の命を守る施設を造るもので、この工事には地域の多 

くの人たちが運動し、実現されてきました。また、厳しい条件のなかで工事にかかわった人達 

の苦闘の歴史があります。 

 今回重要文化財となった階段工は、すべて空石積み 

で造られていますが、堅固な構造であり、技術的に大 

変優れたものです。階段構造を流れ下る水は、周囲の 

森との調和し、美しくも、また安らぎさえ与えてくれ 

る土木施設の傑作です。 

 重要文化財である階段工を含む牛伏川の砂防施設を 

学び、市民や見学に訪れた人々に伝えていく活動に参 

加しませんか。 

  

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

重要文化財「牛伏川階段工」や 

歴史的な砂防施設を一緒に学びませんか         

募集中です・・・あなたも参加しませんか  

 ※（１）講座「牛伏川の歴史、砂防、自然を学ぶ」を行います 

   （開催時期 平成 25年７月～１１月 （座学３回、現地学習２回） 

 ※（２）牛伏川の整備活動に参加しませんか（随時募集） 

それぞれ希望する活動に参加できます。 詳しくは反対側のページをご覧下さい。 

テキスト 当会発行 

 防災遺産 

 「牛伏川の砂防」 
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                      牛伏鉢伏友の会からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込みと連絡先は 

 申し込みは下記までお願いします。又は牛伏川までお出かけください。 

  牛伏鉢伏友の会 加藤輝和まで 松本市内田 2151-4   TEL 090-8328-8658    

  メールの場合は、山浦直人まで yama 3417＠mx2.avis.ne.jp 

（１）講座「牛伏川の歴史・砂防・自然を学ぶ」の 

          参加者を募集します 

 講座では、牛伏川の歴史や砂防施設について学び、見学者の案内や周 

囲へ伝達する活動を行える「インストラクター」を目指します。 

 自主的に参加希望の方なら、どなたでも参加出来ます。 

１ 開催時期 平成 25 年 7月～11 月  

  座学３回（１回 2時間程度）・・牛伏川や砂防の歴史を学びます 

  現地講座２回（１回 3時間程度）・・現地の見所、案内のポイント 

                                                     を学びます 

       第 1回  ７月３０日（火）午後６時～８時 

           

２ 開催場所 松本市中央公民館（第１回）、２回目以降現地でも開催   

３ 申込期限 ７月２５日迄（第２回目以降からの参加も可能です） 

４ 募集人数   ２０名（予定）  参加費無料 

５ 申し込み ：「氏名,年令,住所,連絡（電話と 連絡用メールアドレス）」 

    を下記アドレスへメールをするか、加藤輝和まで電話をください。 

 

（２）健康づくりに、自然豊かな牛伏川で、整備活動を 

 一緒に行いませんか       （随時募集中） 

 私たちの会では年間を通じ、牛伏川の草刈や伐採などの整備活動を行っています。 

自然に囲まれた牛伏川で、あなたも一緒に活動に取り組んでみませんか。 

 松本市は「健康づくり」に取り組んでいますが、牛伏川の防災遺産をみながら、気 

軽に歩けるコース整備などにも一緒に取り組んでみませんか。   希望される方は、

牛伏鉢伏友の会 加藤輝和までお電話するか、現地へ直接お出かけください。 


